
5年（学部 3年＋修士課程 2年）
飛び入学制度で最短5年で
大学院修士課程修了が可能

進
学
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Colum
n 古典的な企業の役割は、できるだけ多くの利益を獲得する（儲ける）というものでした。そして、企業はその企業に資金を

提供した者（株式会社の場合は、株主）の所有物であると考えられてきました。しかし、近年では、企業は企業を取り巻く全
ての者、すなわち、社会全体のために存在していると考えられるようになってきています。また、社会的な問題をビジネス
という観点から解決しようとする「社会起業家」と呼ばれる人たちも出てきました。経営学科では、企業の役割をSDGsか
ら具体的に考えていきます。

SDGsから企業の役割を考える

経営学科主任

北浦 貴士 教授

学科主任が考える

経営学科とSDGs

最新情報は本学Webサイト「就職関連データ」からご覧いただけます。

大学院進学者数 計9名

金融・保険

教育・学習支援 0.5%

医療・福祉 2.3%

公務員 3.2%

運輸・郵便 2.3%

卸売・小売

サービス

建設・ライフライン 4.1%

情報通信・マスコミ・
コンサルティング

30.8%

15.5%

13.0%10.8%

8.1%

9.0%不動産・物品賃貸

就職内定者
業種別比率
（2020-2022）

製造

農林水産業・鉱業 0.2%
主な就職先 （2020-2022年度）

※2023年5月1日現在

● アイリスオーヤマ
● 朝日税理士法人
● ＡＤＫホールディングス
● エステー
● 小田急電鉄
● カプコン
● 川崎市役所
● 近鉄エクスプレス
● 厚生労働省
● コナミグループ
● サイバーエージェント
● 財務省　東京税関
● ジェイエア
● ジェーシービー
● 第一生命保険
● ディー・エヌ・エー

● テイクアンドギヴ・ニーズ
● 帝国ホテル
● 東海旅客鉄道
● 東京海上日動火災保険
● 東京国税局
● 東京電力ホールディングス
● 凸版印刷
● 日本アクセス
● 日本電気
● 日本総合研究所
● 東日本旅客鉄道
● 富士通ゼネラル
● 富士フイルムビジネス
 イノベーションジャパン
● 三井住友信託銀行
● 三菱食品

● 港区役所
● 村田製作所
● ヤフー
● 有限責任あずさ監査法人
● 横浜銀行
● 横浜市役所
● 楽天グループ
● リクルート
● りそなグループ　など

経営学、マーケティング（商学）、会計学を基礎からバランスよく学んだ学生に対する企業の需要は多く、毎年さまざまな業界に就職しています。金融業、サービ
ス業、製造業、流通業などの比率が比較的高いのも特徴です。最近では文科系でもコンピュータ・スキルに精通した学生も増加しており、情報通信産業やコン
ピュータ業界への就職も増えています。また、国家公務員、地方公務員になる人、大学院へ進む人もいます。

卒業後の進路

1年次 3・4年次

導入科目を少人数で開講
基礎から専門へ段階的に修得

体系的に学びを深めながら
少人数の演習で卒論を完成

導入科目群
○経営学入門
○マーケティング入門
○会計学入門

○経済学概論
○ビジネスのための法律

　データ処理論
　ビジネス英語1・2
　ワークショップ1
　簿記
　応用簿記

○経営学原理
○経営組織論
○マーケティング

○市場システム
○財務会計論
○管理会計論

　経営史
　経営戦略論
　情報ネットワーク論
　証券論
　保険論
　経営財務
　ビジネスのための税法

【国際経営学科の専門科目】
　国際経営論
　貿易論　など

　企業分析
　原価計算論
　民法
　商法
　環境と社会
　経営学特講

基幹科目群

応用科目群

演習科目群

隣接領域
科目

【国際経営学科の専門科目】
　国際会計論
　国際金融論　など

【経済学科の専門教育科目】
　実験経済学
　日本経済史
　ファイナンス　など

【その他の他学科科目】
　租税法
　産業社会学
　憲法
　会社法　など

明治学院
共通科目 ◎○明治学院共通科目

　経営管理論
　消費者行動
　商業政策論
　マーケティング・コミュニケーション
　国際経営学特講

　金融論
　税務会計
　監査論
　金融資本市場論

　演習A3・4
　卒業論文

◎必修　○選択必修　（無印）選択　　　ヘボン・キャリアデザイン・プログラム

2年次

参加型授業で
柱となる3分野を体得する

※年次は、当該科目を履修できる最低年次を表します。
※2024年度予定カリキュラムです。実際のカリキュラム・科目名は変更の可能性があります。　※開講科目は上記以外にもあります。詳細はシラバスまたは本学Webサイトでご確認ください。

カリキュラム

　演習A1・2
　演習B1・2
　マーケティング・リサーチ
　インターンシップ（実習）

　ビジネス英語3・4
　工業簿記
　インターンシップ（講義）
　ワークショップ2

Department of  BUSINESS ADMINISTRATION

経営学科教員一覧／主要担当科目 ※2024年4月現在
赤松 直樹
飯田 浩司
五十嵐 千尋
稲山 健司

市場システム
ビジネスのための法律
経営史
経営管理論

消費者行動
管理会計論
経営史
マーケティング・リサーチ

大竹 光寿
尾畑　 裕
北浦 貴士
齊藤 嘉一

佐藤 成紀
中野　 暁
西村 三保子
西山 由美

原価計算論
マーケティング
企業分析
ビジネスのための税法

濱口 幸弘
林　 祥平
森田 正隆
吉田　 真

情報ネットワーク論
経営組織論
マーケティング・コミュニケーション
ドイツ語／環境と社会

顧客ニーズを捉えた商品の開発で経営回復を成し遂げた企業をテレビで見て以来、マーケ

ティングを学びたいと思うように。現在は、ネットショッピングにおける商品の到着時間と顧

客満足度の関係を研究しています。あえて到着まで時間をかけることで上がる満足度もある

のではないかと考え、可能性を探究中。この研究で関東学生マーケティング大会へ参加し、

実務家審査員から評価をいただくことで将来につながる教訓を得られることを期待してい

ます。マーケティングを学んでから、一般的な推測と現実にギャップがある事例をいくつも

知り、データに基づいた正しい消費者理解の重要性に気付きました。将来は、マーケティン

グの意外な切り口や可能性を見出して、人を喜ばせることにつなげられたらと考えていま

マーケティングを学んで見えた、工夫に満ちた消費社会
小﨑 優美　Kosaki Yumi ｜ 3年 東京都 田園調布学園高等部出身

1年次の4月から開講される少人数授業で、経営学、会計学、マーケティングを
学ぶために必要とされるスキルを身に付けていきます。グループワーク、プレ
ゼンテーション、ディスカッションを行います。文献の探し方・読み方、情報の収
集・分析方法、文章の書き方といった基本的作法を身に付けることが目標で

ワークショップ1 マーケティング・リサーチ
実習形式の授業で、専門的・実践的にマーケティングを学習したい人を対象に、
マーケティングリサーチのプロセス、データ収集とデータ分析について学びま
す。マーケティングリサーチは、マーケティングにおいて市場を見る役割を担っ
ています。マーケティングリサーチを実行するスキルを身に付けることが目標で

科目
紹介

なぜ人々は特定のブランドに惹かれてしまうのか。企業のマーケティング、例

えば購入してもらいたい人を明確にして広告やパッケージなどに様々な工夫

を凝らすこともその要因の一つでしょう。また、消費者の心理や、ブランドと消

費者との関係性にそのヒントがあるかもしれません。ブランドに対して消費

者が持つ知識は、段階をおって構築されていきます（Keller 2008）。単にブラ

ンドの存在を知っていることにとどまらず、豊かなイメージや愛着を持つに至

る可能性もあります。それぞれの段階に応じて企業の工夫は変わってきます。

ゼミ生たちは、ブランドにまつわる現象について問いを設定して、関連する

テーマの学術文献を読み、その内容をゼミ生たちと共有、議論したり、消費の

現場にフィールド調査に出かけたりして得られた知見を論文にまとめていき

マーケティングと消費者行動・消費文化個人研究

ブランドマネジメントの研究と実践  ｜ 大竹 光寿 准教授
Pick up ゼミ

ゼミでは、現場でブランディングに携わる方々と接しながら、社会に対して何

らかの貢献ができるようなプロジェクトを企画・実行しています。例えば、各

チーム（3名ほど）で自分たちが惹かれるブランドに着目して、そのブランドを

世に送り出した企業の創業者、社長、職人、マーケター、取引先、顧客、ジャー

ナリストなど、そのブランドに関わる方々を実際に取材し、写真や文章などで

ブランドの本質をまとめた本を作成しています。そしてその作品を社会に発

信します。つまり、単に取材して学ぶだけでなく、自らコンテンツを作りそれを

人々に届けるマーケティングも行っているわけです。協力先企業へのアポ取

り、本社での企画提案のプレゼンも含めて学生主体で行っています。学生の

取り組み自体がメディアから取材を受けることもあります。

ブランドブック・プロジェクトグループ研究 経
済
学
部

経
営
学
科
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